
令和７年度 特色ある学校づくり支援事業（後期）資料                                                          令和７年９月１日 

                                     日野市立旭が丘小学校 

〇事 業 名 学校林のさらなる活用の推進 

〇事業内容 ４年生や CS 等を中心に学校林を整備し、児童が日常的に活動でき、学校の自慢と思える場にする。 

〇歴 史 最盛期は、児童が植物や生き物と触れ合う場として活用されていた。平成 16 年には、全国学校関係緑化コンクールで特選を受賞している。 

  

      

 

      

 

 

 

 

〇事業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

◎期待される成果 

〇児童の発案を基に、教員や保護者、地域の方など、多様な方が参画することで、学校教育基本構想の方針の一つである「みんなが当事者として、自ら歩む道 

をつくる」の実現につながる。 

   ○これまで、毎週火曜日の朝に 16 の場で行っていたアクティブスポーツの場が増え、バランス感覚や体幹を鍛えることができる。 

   ○学校運営協議会（ＣＳ）で、購入していただいた草刈り機や電動のこぎり等を活用できる。PTA ボランティアや雑木林ボランティア（こも

れび隊）が、雑木林の整備を通して、児童の活動に役立つ達成感を味わことができる。 

   ○来年度以降、４年生を皮切りに、他学年でもいろいろな案を出し、探究しながら対話的・協働的に学ぶことができる。また、児童が、雑

木林を自慢に思い、愛校心や郷土愛を高めることにつながることが期待できる。 

１） ４年生が未来の学校林をデザインする。＊みんなが使えるように道を整備したり、スロープを作ったりする。遊べる遊具等（平均台、ハンモック）を作る。      

２） 採用された活用案をもとに制作計画を立てる。＊必要な材料や木材の調達方法を考え、用意する。   

３） 材料を使って、制作する。児童の作業、保護者ボランティアの作業に分ける。＊制作する者によっては、業者や専門家からの指導助言を受ける。 

４） 雑木林の右階段の隣にスロープを作り、下りた右側のスペースに、遊具等を完成させる。また、看板を設置し、使用方法等が分かるようにする。 

児童にとって… 
●勝手に入ってはいけない場所 

●ハチに刺された子がいる怖い場所 

〇自然がいっぱいある場所 

◎年に数回活動 

1・2 年生：虫探し、落葉拾い 

3・4 年生：自然観察 

5・6 年生：清掃活動（年 1 回） 

教員にとって… 
●日常的に自分からはほとんど足を踏

み入れることがない場所 

●活動前には事前の安全点検や保護

者への連絡が必要であり、気軽に児

童を連れて行けない場所 

●いろいろと活動させたいが、活動計

画を作成し、実践する余裕がない。 

保護者・地域にとって… 
●ハチに刺された子がいると聞いており、活

動させるのが心配な場所 

〇かつて緑化コンクールで特選を受賞した

学校林である。何とか復活させたい場所 

〇開校 50 周年に向けて、整備に協力した

いが、どこから、どう手を付けたら良いの

か分からない。 

○看板やスロープ、遊具等があって、誰

もが遊びたくなる場所 

○他の学校にはない自慢できる場所 

◎遊具等があって、児童を連れて行きた

くなる場所 

○野外活動のフィールドとなる場所 

◎児童の思いを形にすることができ、ボラ

ンティアとして、達成感を味わえる場所 

〇地域の宝であると誇りに思える場所 

未来の
学校林 

現在の
学校林 


